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　特定保健指導の対象基準は「腹囲」と「BMI」が基準となっており、その2つの項目が基準値以内で

あれば「血糖」や「脂質」が基準値を超えていても特定保健指導の対象となることはありません。

では、やせている方はみんな健康なのでしょうか？ご自身の健診結果の数値を確認してみましょう。

『やせていても油断は禁物！』

「脂質」のうち、①「コレステロール」は細胞膜やホルモンの材料になり、②「中性脂肪」は

体を動かすエネルギー源となるなど、脂質はどれも体にとって必要なものですが、一つでも基

準値から外れた異常な数値になった場合、「脂質異常症」に該当します。

やせている人でも、内臓脂肪肥満型のような「隠れ肥満」の可能性もあります。

やせているからと安心せず、他の数値も気にかけてみてみるようにしましょう。

脂質異常症

他の数値を見てみると・・・ BMI18.5未満でも他の数値が

基準値を超えている方は多くいます

上の男女比のグラフでもわかるように、女性のやせは多くみられ、特に若い女性が増えています。

やせていると「低栄養」となり様々な影響がでてきます。

「やせ」の問題

○食生活を見直しましょう○

「コレステロール」は肉の脂身や内臓類、乳製品や卵黄などに多く含まれます。

ほかにも、アルコールや甘い物、塩分の摂り過ぎは「中性脂肪」が増える要因です。

食事が不規則になると、体内に脂肪がたまりやすくなります。間食・夜食は控えましょう！

※BMI18.5未満：低体重「やせ」令和3年度 被保険者(40歳以上)健診データより

☆基準値☆

特定保健指導

の判定値です


